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　３月15日、稲津公民館で、稲津町女性会議主催

の「ピアノ・トリオコンサート」が開かれました。�

　訪れた200人の町民らは、ピアノやヴァイオリン、

チェロの美しいしらべに耳を傾けていました。　�
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平
成
15
年
度
の
当
初
予
算
が
、
２
月
27
日
か
ら
開
か
れ

た
第
一
回
市
議
会
定
例
会
で
可
決
し
ま
し
た
。�

２�平成15年４月１日�

301億4，741万円 
平成15年度  予 算 総 額�
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（☆は新規事業）�

会　　　計　　　名� 15年度予算額 14年度予算額� 伸び率 

164億700万円� 137億8，000万円� 19.1％�

117億770万円� 115億1，980万円� 1.6％�

1億240万円� 1億520万円� △2.7％�

37億7，880万円� 38億8，500万円�  △2.7％�

30億7，900万円� 27億6，400万円� 11.4％�

 2.7％�16億8，700万円�17億3，200万円�

 53.0％�1億2，810万円�1億9，600万円�

14.1％�6億8，550万円� 7億8，200万円�

△8.1％�13億8，700万円�12億7，400万円�

7億6，350万円�  8億7，800万円� △13.0％�

20億3，271万円� 16億7，497万円� 21.4％�

301億4，741万円� 269億7，477万円� 11.8％�

一 般 会 計 �

特 別 会 計 �

あけよ温泉白寿荘特別会計�

老人保健事業特別会計�

国民健康保険事業特別会計�

介護保険事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 �

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �

簡易水道事業特別会計�

水 道 事 業 会 計  �

予 算 総 額 �

一般会計は164億700万円�一般会計は164億700万円�

　公園線整備事業……………………………………………………………（9億2,900万円）�

　新不燃物処分場建設事業…………………………………………………（5億8,861万円）�

　上平山田団地線道路改良事業……………………………………………（5億3,000万円）�

☆中心市街地活性化支援施設整備事業……………………………………（3億8,000万円）�

☆陶公民館改築事業…………………………………………………………（3億3,688千円）�

☆し尿処理施設基幹的施設整備事業…………………………………………（1億586万円）�

☆建設残土処分場新設事業………………………………………………………（5,500万円）�

☆高齢者向優良賃貸住宅整備促進事業…………………………………………（5,346万円）�

☆市営賀久連墓地整備事業…………………………………………………………（300万円）�

☆一色保育園分園、みどり保育園拡張事業………………………………………（236万円）�

　上水道整備事業……………………………………………………………（11億6,724万円）�

　瑞浪中央土地区画整理事業………………………………………………（２憶3,973万円）�

 平成15年度の主要事業�
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予
算
の
規
模
は
、
前
年
度
よ
り
26
億
２
、７
０
０
万
円
、19
・
１
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。�

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
市
税
等
の
伸
び
が
望
め
な
い
状
況

の
中
で
、
で
き
る
限
り
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。�

　
事
業
に
伴
う
財
源
の
不
足
は
、
基
金
の
取
崩
し
や
市
債
の
発
行

で
対
応
し
ま
す
が
、
将
来
の
市
民
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
計

画
的
な
運
用
に
努
め
て
い
ま
す
。    

　
平
成
14
年
度
か
ら
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
電
源
立
地
特

別
交
付
金
の
活
用
事
業
が
始
ま
る
こ
と
、
ま
た
、
新
不
燃
物
最
終

処
分
場
建
設
事
業
、
市
内
各
地
区
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
道
路

整
備
や
水
道
拡
張
等
生
活
基
盤
整
備
の
た
め
予
算
を
大
幅
に
増
額

し
ま
し
た
。�

　
今
後
も
、
経
費
の
削
減
・
行
政
の
簡
素
化
を
図
り
な
が
ら
、
財

政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。       
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「その他」の内訳　（自主財源）�

繰 越 金 �

財 産 収 入 �

寄 附 金 �

合     計�

地 方 譲 与 税 �

地方特例交付金�

自動車取得税交付金�

利子割交付金�

交通安全対策特別交付金�

合     計�

１億5，000万円�

6，407万円�

886万円�

２億2，293万円�

目的別「その他」の内訳�

議 会 費 �

労 働 費 �

予 備 費 �

合     計�

１億9，695万円�

１億1，881万円�

2，000万円�

３億3，576万円�

２億円�

１億5，000万円�

１億2，500万円�

5，000万円�

750万円�

５億3，250万円�

（依存財源）�

歳出（性質別）�

歳出（目的別）�

使用料及び手数料３億5，688万円�

諸収入 ５億9，949万円�

分担金及び負担金 ２億3，909万円�

市税�
47億5，930万円�

その他 ２億2，293万円�

地方交付税�
　　25億円�

市債 �
27億5，830万円�

国庫支出金 �
12億8，139万円�

 県支出金 10億7，147万円�

地方消費税交付金３億5，000万円�

ゴルフ場利用税交付金 ２億8，000万円�
その他 ５億3，250万円�

一般会計歳入�
164億700万円�

自主�
財源�
46.5％�

依存�
財源�
53.5％�

繰入金 14億5，565万円�

義務的経費�
36.2％  

人件費 �
21.4％�

扶助費�
6.6％�

公債費�
8.2％�

その他経費�
33.8%

物件費�
15.3％�

繰出金�
9.7％�

その他 5.8％�

投資的経費�
30.0％�

普通建設事業費�
30.0％�

補助費等 3.0％�

諸支出金 ４億2，910万円�

一般会計歳出�
164億700万円�

その他 ３億3，576万円�

土木費�
43億3，653万円�

民生費�
28億6，341万円�

 総務費�
22億1，104万円�

教育費�
16億8，582万円�

 公債費�
13億3，624万円�

衛生費�
18億6，784万円�

消防費 ５億7，573万円�

商工費 ４億2，606万円�

農林水産業費 ３億3，947万円�

歳 

入�

歳 

入�

歳 

入�
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平成15年度　地区別事業�平成15年度　地区別事業�平成15年度　地区別事業�
　第四次総合計画に掲げる五つの柱（市民福祉・生活環境・都市基盤・教育文化・産業経済）に基づき、今年度
も様々な事業を展開していきます。��
　また、平成14年度中に、各地区での地区懇談会を通し、「交流」をキーワードにして新たなまちづくりのイメー
ジを掲げました。地域・地区のまとまりがよく、積極的にまちづくりに参加する市民のみなさんの姿がうかがえ
ます。ここでは、各地区のイメージを基に、どのようにまちづくりを進めていくかを見ていきます。�
　市では、これからも引き続き、主体性をもって地域の課題に取り組みます。個性豊かで活力のある「明日の瑞
浪市」について、共に考えてみましょう。� �

　市民サービスの充実を目指し、皆さんの声を聞きながら住み良いまちづくりを目指します。��
　15年度は生活基盤整備に重点的に取り組んでいきますが、道路事業や水道拡張のほかにも次のような事
業を進めます。�       �
◎安全で住み良いまちを目指し、消防資機材の配備や市内各地に防災備蓄倉庫の設置を行い、消防防災体
　制の強化を図ります。       �
◎14年度中に地域公共ネットワーク基盤整備事業を進めてきましたが、本年度には新世代ケーブル施設
　整備完了に伴い、市内全域にＣＡＴＶによる高速通信網を張り巡らせ、防災情報や市民生活に直結する
　サービスの提供に活用します。       �
◎急速な少子高齢化にあわせ、多様化する保育ニーズに対応するための特別保育の充実や子育て支援事業
　を行います。��
　また、平均寿命が伸びる一方で、健康の大切さが強く叫ばれていますが、市では簡便な検査で有効性の
　高い前立腺がん・大腸がん・乳がんの受診強化に取り組むとともに、地域医療・救急医療体制の充実の
　ため昭和病院改築整備に対し助成を行います。�
◎交通対策については、市内各地域から住民の足の確保について大きな要望がありました。周辺部のバス
　路線廃止に伴い自主運行バスを走らせてきましたが、今後もより多くの方々に利用していただけるよう
　利用者の声を聞きながらダイヤの編成に努めます。�     �
◎地場産業である陶磁器産業は依然として厳しい状況にありますが、国内外の見本市への出展を通じてみ
　ずなみ焼ブランドの確立を業界と一体となって推進し、活性化を図ります。   �
◎地域で子どもを育てる環境をつくるため、スポーツ・文化活動へ参加する体制づくりや校外施設の活用
　を図ります。また、情報化や国際化など、時代に即した課題に積極的に対応していきます。  
◎13年度から着手されている地籍調査についても引き続き事業を進めます。個人の資産管理をはじめ、公
　共事業の円滑実施等良いまちづくりを推進する基礎となります。      

　瑞浪クリエイション・パークへのアクセスとな

る上平山田団地線整備や小洞線道路新設の事業推

進に努めていきます。また、企業誘致に向けての

体制確立や誘致活動を積極的に行い、雇用の創出

を図ります。　　�

　中心市街地においても、市街地活性化基本計画

に基づき、駅北に用地を確保し駐車場の整備を行

います。この駐車場の整備により新たな人の流れ

が生まれ、駅前商店街の活性化が期待されます。 

      �

　桜堂薬師に伝わる文化を題材に焼き物制作を行い

ます（地区由来の焼き物制作事業）。地域住民が一

体となって取り組むことで、町おこしの起爆剤にな

るものと期待されます。�

　また、桜堂地区で建設を進めてきた身体障害者デ

イサービスセンターがこの４月にオープンします。

この施設は市内で３番目の「老人憩いの家」と併設

されており、元気なお年寄りの交流の場が広がりま

す。     �

★瑞浪地区　～活気とにぎわい～�

全市的な取り組み全市的な取り組み�全市的な取り組み�

★土岐地区　～語り合いと潤い～�

完成間近の身体障害者デイサービスセンター、老人憩いの家�
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　改築予定の陶公民館は生涯学習及び地域文化交

流の拠点として期待される施設です。また、試験

たん水の始まった小里川ダム周辺地域にモダンパ

ークの整備を行い、豊かな自然環境・景観が活か

された市民の憩いの場をつくります。  　�

　このほか、陶統合簡易水道整備事業、生活道路

の整備等についても積極的に展開していきます。

生活基盤を整えることで、より活力のあるまちづ

くりを目指します。      

　市民公園の再整備・弓道場の整備を行い、文化

芸術活動及びスポーツの振興を図ります。加えて、

東濃研究学園都市インターガーデン内の整備につ

いても、引き続き進めていきます。�

　市内外から多くの人が集うふれあいの場として

のまちづくりを進めるとともに、道路防災対策事

業や集落環境保全整備、コミュニティー消防セン

ター建設等の事業に取り組みます。   

★明世地区　～文化と科学～�

　新不燃物最終処分場建設や益見羽広線整備、萩

原上水道拡張など大きな事業が行われる稲津地区。

ここでは、里山林の新たな保全・利活用を進めて

屏風山系の保全に努め、自然と共生したまちづく

りを展開します。�

　また、県の史跡である小里城山城跡の発掘調査

も引き続き行います。歴史あるふるさとを見つめ

なおし、かけがえのない文化財を後世に伝えるた

めの事業も進めていきます。    

　自然ふれあい館やドラゴン21など、竜吟峡周辺

の施設整備が完了し、ふれあいや学習の場として

新たな交流の輪が広がると期待される釜戸地区。

さまざまな講座やふれあいウォーキングなどの行

事が予定されています。�

　また、辺地総合整備計画に基づき、平山簡易水

道整備や大細・エスポラン地区の上水道拡張とこ

れに伴う生活道路の整備を進め、安全で快適な生

活環境整備に努めます。     

　水道整備事業・農業集落排水事業を行い、より

快適な市民生活の向上に努めます。�

　中山道と一体となった魅力のある地域づくりを

進めるため、大湫地区でも生活基盤を整え力強い

発展を目指します。 �

　このほか、歴史の道整備事業や松茸山環境整備

事業を行い、豊かな自然に恵まれた環境を生かし

たまちづくりを行います。     

　中山道400年祭も成功のうちに終わり、観光的

魅力が高まった日吉地区でも、積極的に住み良い

環境を整えるための道路整備や農業集落排水事業

を行います。�

　農地保全対策事業、みずなみの芋を始めとする

特産品づくりなど農業振興を積極的に行うほか、

田高戸集会場建設補助や保健器具（ヘルストロン）

設置を行い、あたたかい人のつながりと元気のあ

るまちづくりを進めていきます。    

★稲津地区　～里山と語らい～�

★陶地区 ～焼き物の文化ともてなし～�

★釜戸地区　～ふれあいとゆとり～�

★大湫地区　～歴史と自然～�

★日吉地区　～自然と伝統文化～�

新不燃物最終処分場予定地（手前）�

試験たん水中の小里川ダム�



　
原
則
は
、
一
つ
の
市
に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
域
面
積
要
件
か
ら
二
つ
以
上

の
農
業
委
員
会
を
置
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
協
議
会
で
は
、
各
市
町
の
農
業
委
員
会
の

意
見
を
伺
い
、
そ
の
結
果
を
尊
重
す
る
こ
と
で
次
の
と

お
り
合
意
さ
れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

　
新
市
に
１
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
３
市
１
町
の

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
で
あ
っ
た
者
は
、
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１
項
第

１
号
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成
17
年
７
月
31
日
ま
で
引

き
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し

て
在
任
す
る
。�

　
合
併
特
例
法
に
は
、
合
併
市
町
村
の
施
策
全
般
に
関

し
、
よ
り
き
め
細
か
に
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た�

　
２
月
28
日
、
第
10
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会

が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
前
回
ま
で
の
検
討
結

果
を
ま
と
め
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
素
案
」
に
つ
い
て
、

細
部
の
微
調
整
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
結
果
を
、
次
回
の
合
併
協
議
会
全
体
会
議
に
素

案
と
し
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
小
委
員
会
で
ま
と
め
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
原
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
、
概
要
版
を
作
成
し
て
全
戸
配
布
さ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
６
月
か
ら
７
月
に
予
定
さ
れ
る
住
民
説
明
会

で
説
明
さ
れ
、
住
民
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
修
正
さ
れ

ま
す
。�

　
募
集
開
始
か
ら
２
週
間
で
２
、
３
５
８
通
の
応
募
が

あ
り
、
６
９
１
種
類
の
名
称
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
　�

第
一
次
選
定�

　
応
募
全
作
品
の
中
か
ら
、
各
委
員
が
選
定
基
準
を
参

考
に
し
な
が
ら
10
作
品
づ
つ
選
定
す
る
。（
４
月
）�

第
二
次
選
定�

　
第
一
次
選
定
に
よ
り
絞
り
込
ま
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、

委
員
会
で
の
協
議
を
経
て
、
各
委
員
が
数
点
づ
つ
投
票

し
、
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
５
〜
10
作
品
を
選
定
し�

（
５
月
14
日
）
、
最
終
候
補
作
品
と
し
て
、
合
併
協
議

会
本
会
議
へ
報
告
す
る
。（
５
月
23
日
）�

第
一
基
準
（
原
則
）�

・
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
表
記�

・
既
存
の
市
と
同
一
で
な
い
こ
と�

・
総
務
省
の
見
解
に
合
致
し
て
い
る
こ
と�

第
二
基
準�

・
３
市
１
町
が
地
理
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と�

・
歴
史
、
文
化
に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と�

・
住
民
の
理
想
や
願
い
に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と�

・
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と�

・
地
域
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
こ
と�

・
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と�

６�平成15年４月１日�
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２
月
19
日
、
第
４
回
新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委
員

会
が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
２
月
14
日
現
在
で

の
名
称
候
補
の
応
募
状
況
が
報
告
さ
れ
た
後
、「
新
市
の

名
称
候
補
選
定
」
の
手
順
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�

新
市
名
称
候
補
の
応
募
状
況
に
つ
い
て�

１
、
選
定
方
法�

２
、
選
定
基
準�

新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

　
３
月
６
日
、
第
９
回
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
が
、
セ

ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
瑞
浪
市
議
会
議
長
の
交
代

に
よ
る
新
委
員
と
し
て
勝
股
敬
委
員
か
ら
今
井
秋
男
委

員
へ
、
監
査
委
員
と
し
て
、
酒
井
宣
行
氏
に
代
わ
っ
て

栗
木
基
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
「
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会
」
の
林
委
員
長
か

ら
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
素
案
が
報
告
さ
れ
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
合
併
協
定
項
目
の
う
ち
、
以
前
か
ら
の
継
続

協
議
と
な
っ
て
い
た
６
項
目
と
、
新
た
に
７
項
目
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。�

　
協
議
の
結
果
、
13
項
目
の
う
ち
４
項
目
に
つ
い
て
合

意
が
な
さ
れ
９
項
目
は
、
次
回
以
降
に
継
続
協
議
と
さ

れ
ま
し
た
。�

合
併
協
議
会�

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て�

合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て�

１
、
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い�

２
、
地
域
審
議
会
の
取
扱
い�



め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
の
展
開

に
対
す
る
意
向
表
明
の
方
法
と
し
て
、
合
併
特
例
法
の

改
正
時
に
地
域
審
議
会
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

合
併
に
伴
う
行
政
区
域
の
拡
大
に
よ
り
、
住
民
と
行
政

の
距
離
が
大
き
く
な
り
、
住
民
の
意
見
が
新
市
の
施
策

に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
懸
念
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

合
併
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
建
設
計
画
小
委
員
会
で
の
議
論
の
中
で
も
地

域
審
議
会
や
地
区
議
会
等
の
制
度
に
つ
い
て
議
論
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
都
市
内
分
権
の
あ
り
方
も
含

め
て
、
地
域
対
策
と
し
て
地
域
審
議
会
の
取
扱
い
を
協

議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
審
議
会
は
執
行
機
関

の
附
属
機
関
で
あ
り
、
議
会
と
の
関
連
に
お
い
て
も
ど

の
よ
う
な
形
態
が
望
ま
し
い
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
り
ま
す
。�

　
合
併
後
の
市
町
の
一
体
性
の
確
保
か
ら
、
合
併
前
の

市
町
が
持
っ
て
い
た
財
産
（
土
地
、
建
物
、
債
権
及
び

債
務
）
は
、
新
た
な
市
に
引
き
継
ぐ
場
合
が
多
く
、
公

の
施
設
を
共
有
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
は
、
住
民
に
と

っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。�

【
協
定
案
】�

　
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
取
り
扱
う
。�

・
３
市
１
町
の
所
有
す
る
財
産
、
公
の
施
設
及
び
債
務

　
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
。�

・
南
姫
財
産
区
、
釜
戸
財
産
区
、
日
吉
財
産
区
、
大
湫

　
財
産
区
、
土
岐
口
財
産
区
の
区
有
財
産
は
、
そ
れ
ぞ

　
れ
の
財
産
区
有
財
産
と
し
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
。�

・
旧
来
の
慣
行
に
よ
り
、
財
産
又
は
営
造
物
を
使
用
す

　
る
権
利
及
び
財
産
の
管
理
若
し
く
は
処
分
又
は
財
産

　
か
ら
生
ず
る
収
益
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
合
併
前

　
の
条
件
に
よ
り
、
そ
の
権
利
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
土
岐
市
の
慣
行
に
よ
る
財
産
の
予
算
上
の
取
扱
い
が

　
不
透
明
で
あ
る
。
使
途
を
含
め
て
詳
し
く
説
明
が
必

　
要
で
あ
る
。�

【
協
議
結
果
】�

  

継
続
協
議
と
す
る
。�

７�瑞浪市役所　☎ 68-2111

【
意
見
要
旨
】�

・
計
画
を
見
守
る
審
議
会
で
は
な
く
、
自
治
の
た
め
の

　
（
地
域
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
）
政
治
シ
ス
テ
ム

　
と
し
て
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
と
え
ば
、

　
今
あ
る
自
治
会
を
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
し
た

　
ら
ど
う
か
。�

・
自
治
会
の
形
態
が
各
市
町
で
違
う
（
政
治
シ
ス
テ
ム

　
と
し
て
自
治
会
を
考
え
る
の
は
難
し
い
）。�

�

・
審
議
会
は
権
限
を
与
え
る
こ
と
、
任
期
が
長
い
こ
と

　
が
自
治
会
と
は
異
な
る
。�

・
一
定
の
地
域
だ
け
の
審
議
会
よ
り
全
体
的
な
シ
ス
テ

　
ム
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。�

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
自
治
会
が
、
と
も
に
機
能
し

　
て
自
治
を
す
る
。
こ
れ
が
大
事
で
審
議
会
は
必
要
な

　
い
。�

・
自
治
会
で
は
、
各
界
・
各
層
の
代
表
が
漏
れ
る
。
審

　
議
会
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。�

・
審
議
会
は
特
殊
な
地
域
（
広
い
・
議
員
が
出
せ
な
い

　
小
規
模
町
村
）
の
場
合
に
作
る
べ
き
で
、
３
市
１
町

　
の
場
合
に
は
必
要
な
い
。�

・
簡
素
な
行
政
シ
ス
テ
ム
に
す
る
べ
き
で
、
地
域
の
声

　
は
他
の
方
法
で
吸
い
上
げ
ら
れ
る
。�

・
具
体
的
に
不
具
合
が
出
た
と
き
に
審
議
会
を
作
れ
ば

　
よ
い
の
で
、
最
初
か
ら
作
る
議
論
を
し
な
く
て
も
良

　
い
の
で
は
な
い
か
。�

【
協
議
結
果
】�

  

継
続
協
議
と
す
る
。�

　
使
用
料
・
手
数
料
は
住
民
票
等
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

手
数
料
か
ら
施
設
の
使
用
料
や
上
下
水
道
の
使
用
料
、

ご
み
収
集
手
数
料
な
ど
住
民
生
活
に
密
接
に
関
連
し
、

か
つ
重
要
な
も
の
な
の
で
、
市
町
村
合
併
の
際
に
は
十

分
に
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
使
用
料
・
手
数
料
の
う
ち
上
下
水

道
の
使
用
料
、
ご
み
収
集
手
数
料
等
は
住
民
生
活
に
極

め
て
影
響
が
あ
り
、
ま
た
該
当
の
事
業
内
容
と
不
可
分

な
も
の
で
あ
り
、
事
業
の
中
で
の
採
算
性
も
重
視
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協

定
項
目
の
協
議
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
す
。�

【
協
議
結
果
】�

　
協
定
項
目
第
15
号「
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い
」

で
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
は
別
途
取
扱
う
こ
と
と
し
、

専
門
部
会
で
調
整
後
、
協
議
し
て
い
く
。�

・
上
下
水
道
使
用
料
…
協
定
項
目
第
25
ー
19
号
「
上
下

　
水
道
事
業
」
に
お
い
て
取
扱
う
。�

�

３
、
財
産
の
取
扱
い�

４
、
使
用
料
・
手
数
料
の
取
扱
い�



　
各
市
町
の
消
防
団
長
会
議
が
開
か
れ
、
次
の
協
定
内

容
で
承
諾
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
前
回
に
引
き
続
き

協
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
当
面
現
行
の
と
お
り
と
し
、

消
防
団
の
統
合
及
び
分
団
の
組
織
等
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
い
て
調
整
す
る
。�

　
た
だ
し
、
団
員
の
身
分
、
報
酬
、
手
当
等
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。�

　
前
回
に
引
き
続
き
協
議
さ
れ
、
当
初
協
定
案
の
一
部

を
修
正
し
た
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
委
員
間
で
意
見

が
か
み
合
わ
ず
次
回
以
降
も
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。�

【
協
定
案
】�

　
研
究
学
園
都
市
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域
住
民

の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
な
が
ら
、
豊
か
で
住�

み
よ
い
地
域
社
会
を
め
ざ
し
、
推
進
す
る
。�

【
協
議
結
果
】�

  

継
続
協
議
と
す
る
。�

【
協
議
結
果
】�

  

専
門
部
会
で
調
整
後
、
協
議
し
て
い
く
。�

　
各
市
間
に
同
じ
名
称
の
「
町
」
が
あ
り
ま
す
。�

　
住
民
登
録
、
登
記
、
郵
便
な
ど
、
住
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
調
整
が
必
要
と

な
り
ま
す
。�

　
他
の
事
例
に
な
ら
っ
て
事
務
局
案
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
合
意
に
よ
り
、
今
後
は
、
地
域
住
民
を
交
え
て

新
町
名
を
含
め
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

【
協
定
内
容
】�

　
３
市
１
町
の
区
域
内
の
町
・
字
の
区
域
及
び
名
称
は
、

原
則
と
し
て
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。�

　
た
だ
し
、
同
一
の
町
・
字
名
に
つ
い
て
は
、
当
該
住

民
の
意
向
を
尊
重
し
、
３
市
１
町
が
協
議
し
て
定
め
る
。�

【
３
市
１
町
の
同
一
名
の
町
名
】�

  

上
野
町
・
・
・
・
瑞
浪
市
と
多
治
見
市�

  

小
田
町
・
・
・
・
瑞
浪
市
と
多
治
見
市�

  

宮
前
町
・
・
・
・
瑞
浪
市
と
多
治
見
市�

  

御
幸
町
・
・
・
・
多
治
見
市
と
土
岐
市�

　
公
共
的
団
体
等
と
は
、
そ
の
市
町
村
の
区
域
内
に
あ

る
農
業
協
同
組
合
、
森
林
組
合
そ
の
他
の
協
同
組
合
、

商
工
会
、
商
工
会
議
所
等
の
産
業
経
済
団
体
、
青
年
団
、

婦
人
会
等
の
文
化
事
業
団
体
等
の
公
共
的
活
動
を
営
む

す
べ
て
の
団
体
を
含
み
、
法
人
か
否
か
を
問
わ
ず
、
地

方
自
治
法
第
１
５
７
条
の
公
共
的
団
体
等
と
そ
の
範
囲

を
同
じ
く
す
る
も
の
で
す
。�

　
合
併
特
例
法
で
は
、
い
つ
ま
で
も
合
併
関
係
市
町
村

単
位
で
各
種
の
公
共
的
団
体
等
が
存
続
す
る
こ
と
は
合

併
市
町
村
の
一
体
性
の
確
立
の
面
か
ら
も
好
ま
し
く
な

い
と
い
う
観
点
か
ら
、
合
併
に
際
し
て
そ
の
区
域
内
の

公
共
的
団
体
等
は
、
そ
の
統
合
整
備
を
図
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。�

【
協
議
結
果
】�

  

専
門
部
会
で
調
整
後
、
協
議
し
て
い
く
。�

　
各
市
町
は
、
公
益
上
の
必
要
か
ら
各
種
団
体
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
・
目
的
に
応
じ
て
補
助
金
や
交

付
金
を
交
付
す
る
等
の
財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

【
協
議
結
果
】�

  

専
門
部
会
で
調
整
後
、
協
議
し
て
い
く
。�

８�平成15年４月１日�

・
保
育
料
・
福
祉
関
連
等
手
数
料
…
協
定
項
目
第
25
ー

　
11
号
「
福
祉
関
係
事
業
」
に
お
い
て
取
扱
う
。�

�
・
ご
み
・
し
尿
収
集
手
数
料
…
協
定
項
目
第
25
ー
14
号

　
「
廃
棄
物
処
理
事
業
」
に
お
い
て
取
扱
う
。�

�

・
公
営
住
宅
使
用
料
…
協
定
項
目
第
25
ー
18
号
「
建
設

　
関
係
事
業
」
に
お
い
て
取
扱
う
。�

�

�

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

５
、
公
共
的
団
体
の
取
扱
い�

６
、
補
助
金
・
交
付
金
等
の
取
扱
い�

７
、
町
名
・
字
名
の
取
扱
い�

８
、
消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て�

９
、
研
究
学
園
都
市
推
進
事
業�

10
、
福
祉
関
係
事
業�

11
、
廃
棄
物
処
理
事
業�

12
、
上
下
水
道
事
業�

　
前
回
に
引
き
続
き
協
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
合
意
さ

れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

　
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
現
行

の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
旧
市
町
境
の
地
域
に
つ

い
て
は
、
弾
力
的
な
運
用
に
努
め
る
。�

　
ま
た
、
地
域
の
実
情
、
児
童
・
生
徒
数
等
の
動
向
を

踏
ま
え
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
見
直
し
を
行
う
。�

�

13
、
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て�

第
５
回
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�

・
日
時
　
４
月
14
日（
月
）
９
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
３
階
会
議
室�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

　
傍
聴
申
込  

〒
５
０
９
ー
５
１
２
１�

　
土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
４「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」
内 

　
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
事
務
局�

�

              

　     

☎
５
３
ー
４
３
０
０�

�
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瑞
浪
市
教
育
委
員
会
は
２
月
27
日
、
市
指
定
文
化
財
に
「
黒
ノ
田
の
大

ツ
ガ
」（
天
然
記
念
物
）と
、「
酒
波
神
社
の
棟
札（
８
）点
」（
有
形
文
化
財
）�

を
指
定
し
ま
し
た
。
市
指
定
文
化
財
は
、
こ
れ
で
51
件
に
な
り
ま
し
た
。

９�瑞浪市役所　☎ 68-2111

新
た
に
２
件
の
文
化
財
を
指
定

新
た
に
２
件
の
文
化
財
を
指
定�
新
た
に
２
件
の
文
化
財
を
指
定

新
た
に
２
件
の
文
化
財
を
指
定�
新
た
に
２
件
の
文
化
財
を
指
定

新
た
に
２
件
の
文
化
財
を
指
定�
新
た
に
２
件
の
文
化
財
を
指
定�

　
岐
阜
県
百
名
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
屏
風
山
の
、
西
側
斜
面
の
中
腹
に
自

生
し
て
い
る
ツ
ガ
の
木
で
す
。�

　
直
径
約
１
、２
ｍ
、
幹
周
り
約
３
、６

ｍ
、
樹
高
約
２
０
ｍ
で
、
樹
齢
は
約
３

０
０
年
で
す
。
　�

　
屏
風
山
登
山
道
か
ら
少
し
は
ず
れ
た

場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
山
麓
の
萩
原
は

も
と
よ
り
、
瑞
浪
市
街
地
か
ら
も
望
む

こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
巨
木
で
す
。
ツ

ガ
の
木
は
、
成
長
の
遅
い
常
緑
針
葉
樹

で
、
樹
幹
は
直
立
し
て
大
木
に
な
り
ま

す
が
、
堅
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
当
地
方
で
こ
れ
ほ
ど
の
巨
木

が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
く
た
い
へ

ん
貴
重
で
す
。�

　
日
吉
町
に
あ
る
酒
波
神
社
が
保
有
し

て
い
る
棟
札
で
す
。�

　
酒
波
神
社
は
、
今
か
ら
約
１
２
０
０

年
前
に
建
立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

中
世
以
降
、
美
濃
源
氏
土
岐
氏
の
支
配

の
影
響
に
よ
り
、
武
家
の
守
り
神
で
あ

る
八
幡
神
が
合
わ
せ
て
祀
ら
れ
、
社
号

も
八
幡
宮
と
変
え
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。�

　
棟
札
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸

時
代
初
頭
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
、

内
６
点
は
『
岐
阜
県
史
』
（
資
料
編
古

代
・
中
世
二
）
に
も
所
載
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
棟
札
に
は
、
永
禄
元（
１
５
５
８
）年

９
月
９
日
に
酒
波
神
社
の
社
殿
・
宝
物

が
焼
失
し
、
翌
年
に
代
官
西
尾
千
代
丸

に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
て
お
り
、
酒
波
神
社
の
み
な
ら
ず

日
吉
町
、
瑞
浪
市
の
歴
史
を
考
え
る
上

で
貴
重
な
史
料
で
す
。�

黒
ノ
田
の
大
ツ
ガ�

酒
波
神
社
の
棟
札（
む
な
ふ
だ
）�

あなたの意見を市政に！ 平成15年度 市政モニターを募集します�
　市政をひろく理解し、市政・市民生活に関する
提言や意見を頂くほか、座談会への参加、地域で
の市政のPRなどをお願いします。�
・募集人数　20人以内��
・資　　格　市内在住の20歳以上の方��
・任　　期　平成16年3月31日まで�
・申込方法　市政に関する意見を、400字以内にま
　とめ、郵便番号、氏名（ふりがな）、年齢、性別、
　職業、電話番号を明記の上、提出ください。�
　（申込み多数の場合は選定させていただきます）

・締　　切　４月25日（金）��
◎申込・問合せ　企画政策課　☎ 内線335��
（〒509－6195　瑞浪市上平町1－1　�
　E-mail　kikaku@city.mizunami.gifu.jp）�
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３
月
５
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た
、

平
成
14
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
に
て
、

瑞
浪
市
消
防
団
長
の
工
藤
和
也
さ
ん�

（
67
歳
）が
功
労
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
章
は
、
地
域
の
防
災
対
策
や
消
防

教
育
活
動
な
ど
に
貢
献
し
た
消
防
関
係

者
に
毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
県

内
で
は
５
人
が
受
章
し
ま
し
た
。�

�

　
工
藤
さ
ん
は
、
１
９
５
８（
昭
和
33
）

年
に
消
防
団
に
入
団
、
95（
平
成
７
）年

か
ら
消
防
団
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

33
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
章
さ
れ

た
も
の
で
す
。�

　
工
藤
さ
ん
は
、
「
私
個
人
が
受
章
し

た
も
の
で
は
な
く
、
瑞
浪
市
の
消
防
団

員
、
そ
し
て
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
団
員
家
族
の
代
表
と
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

�

　
３
月
７
日
、
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

で
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会
が
開
か
れ
、

瑞
浪
高
校
の
生
徒
28
人
が
参
加
し
ま
し

た
。�

　
科
学
や
科
学
技
術
に
興
味
が
あ
る
生

徒
を
対
象
に
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
分
野
で

最
先
端
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
名
古

屋
大
学
大
学
院
の
丹
羽
公
雄
教
授
を
招

い
て
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

科
学
技
術
に
一
層
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
同
校
が
開
い
た
も
の
で
す
。�

　
昨
年
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
に

は
、
名
古
屋
大
学
理
学
部
を
中
心
と
し

た
研
究
チ
ー
ム
が
世
界
で
初
め
て
タ
ウ

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
発
見
し
た
観
測
機
器

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
装
置
を
使

い
な
が
ら
の
講
義
に
、
生
徒
達
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。�

�

�

　
２
月
25
日
、
姫
街
道
温
故
知
新
賞
の

表
彰
式
が
岐
阜
市
で
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン

ト
（
ま
つ
り
）
部
門
で
瑞
浪
市
中
山
道

400
年
祭
実
行
委
員
会（
小
栗
精
造
会
長
）

が
、
ま
た
景
観
づ
く
り
部
門
で
日
吉
町

焼
き
物
制
作
委
員
会（
田
中
定
委
員
長
）

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。�

�

　
こ
の
賞
は
、
昨
年
県
下
で
行
わ
れ
た

姫
街
道
400
年
祭
を
契
機
に
、
地
域
が
温

故
知
新
を
テ
ー
マ
に
中
山
道
の
歴
史
や

伝
統
を
掘
り
起
こ
し
て
、
新
た
な
文
化

の
創
造
と
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
活
性
化
を
図
っ
た
団
体
等
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。
昨
年
11
月
の
中
山
道
400

年
の
恋
、
ま
た
日
吉
町
の
焼
き
物
づ
く

り
「
星
と
皇
女
和
宮
制
作
事
業
」
は
、

い
ず
れ
も
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
も
の
で
、
地
域
の
活
性
化
の
き

っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
３
月
３
日
、
県
伝
統
文
化
継
承
功
績

者
が
発
表
さ
れ
、
瑞
浪
市
か
ら
は
日
吉

町
の
土
屋
勉
さ
ん（
半
原
文
楽
保
存
会
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
郷
土
の
伝
統
文
化
の
保
存

・
継
承
に
貢
献
し
た
団
体
と
個
人
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
は
県
下
で
２

団
体
と
５
人
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
半
原
地
区
に
伝
わ
る
半
原
操
り
人
形

浄
瑠
璃
（
県
指
定
文
化
財
）
の
保
存
・

継
承
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
で
す
。�

　
土
屋
さ
ん
は
、「
半
原
文
楽
に
は
、
戦

後
か
ら
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
後
継
者

を
育
成
す
る
た
め
の
鎖
の
役
が
果
た
せ

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。�

県
伝
統
文
化
継
承
功
績
者

県
伝
統
文
化
継
承
功
績
者�
県
伝
統
文
化
継
承
功
績
者

県
伝
統
文
化
継
承
功
績
者�
県
伝
統
文
化
継
承
功
績
者�

温故知新賞�温故知新賞�

消
防
庁
長
官
表
彰
　

消
防
庁
長
官
表
彰
　�

　
功
　
功  

労  

章�

消
防
庁
長
官
表
彰
　

消
防
庁
長
官
表
彰
　�

　
功
　
功  

労  

章�

消
防
庁
長
官
表
彰
　�

　
功  

労  

章�

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会�

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会�

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会�

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
講
演
会�



・ 

内
容
　�

�

　
安
全
祈
願
祭
、
山
の
歌
コ
ー
ラ
ス
、

　
屏
風
山
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど�

・ 

参
加
要
領�

�

　
11
時
ま
で
に
各
自
山
頂
へ
集
合
。
ま

　
た
、
ガ
イ
ド
同
行
参
加
の
場
合
は
、

　
９
時
ま
で
に
稲
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
セ
ン
タ
ー
へ
集
合
。�

�

・
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
な
ど�

◎
問
合
せ
　�

　
稲
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
６
８
ー
３
２
０
１�

（
３
月
２
日
瑞
浪
市
民
体
育
館
）�

総
合
優
勝
　
瑞
浪
修
徳
館
Ａ
　�

総
合
２
位
　
付
知
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少

　
　
　
　
　
年
団
、中
津
川
市
柔
道
協
会
Ａ

　
広
報
み
ず
な
み
３
月
15
日
号
と
と
も

に
配
布
し
ま
し
た
、
「
瑞
浪
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
お
知
ら
せ
」
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

●
釜
戸
＝
大
湫
線 

上
り  

追
加
　
７
時

３
分
竜
吟
湖
口
（
黄
色
い
エ
リ
ア
）、追

加
８
時
８
分
　
桜
寿
荘（
白
い
エ
リ
ア
）、

追
加
17
時
２
分
桜
寿
荘（
黄
色
い
エ
リ
ア
）

●
釜
戸
＝
大
湫
線
臨
時  

上
り�

 

時
刻

訂
正
　
大
湫
７
時
49
分
を
７
時
59
分
に

●
日
吉
線
　
下
り
　
白
い
エ
リ
ア
か
ら

黄
色
い
エ
リ
ア
に
変
更
　
14
時
57
分
細

久
手
口
、
14
時
58
分
仲
町
、
14
時
59
分

広
見
口 �

●
日
吉
線
臨
時  

上
り 

　
白
い
エ
リ
ア

か
ら
黄
色
い
エ
リ
ア
に
変
更
８
時
３
分

日
吉
口
　
黄
色
い
エ
リ
ア
か
ら
白
い
エ

リ
ア
に
変
更
　
８
時
８
分
明
世
温
泉
前�

●
日
吉
線
臨
時   

下
り
　
黄
色
い
エ
リ

ア
か
ら
白
い
エ
リ
ア
に
変
更
　
15
時
53

分
平
岩
辻�

◎
問
合
せ
　
商
工
課
　
☎
内
線
４
８
１�

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
市
民
の
健

康
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な

ど
、
「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。�

　
今
回
初
参
加
の
瑞
浪
市
は
、
参
加
率

を
松
任
市
（
石
川
県
）
と
競
い
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
実
行
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
す
す
め
、
詳
細
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。�

・
対
　
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

　
　
　
　
　
学
・
滞
在
し
て
い
る
方（
年

　
　
　
　
　
齢
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わ
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　平成15年１月３日以前に本市の住民基本台帳に

記録され、引続き市内に住んでいる方で昭和58年

４月14日以前に生まれた方（投票日当日満20才以

上）で、選挙人名簿に登録されている方。�

岐阜県議会議員選挙の投票日は４月13日(日)岐阜県議会議員選挙の投票日は４月13日(日)岐阜県議会議員選挙の投票日は４月13日(日)岐阜県議会議員選挙の投票日は４月13日(日)

市内の投票所で投票できる方�

　県内の市町村から平成15年１月４日以後に本市

に転入された方は、前住所地の投票所で投票する

ことができます。この場合、前住所地の投票所へ

当日出かけていただくか、または不在者投票をし

ていただくわけですが、これらの方法で投票する

方は、瑞浪市長が発行する「本市に引続き住所を

有する」旨の証明書が必要です。�

～投票であなたがつくる明日の岐阜～�

県内の市町村から転入された方�

　本市の選挙人名簿に登録されている方で、投票

日前に県内の他の市町村へ転出した場合は、瑞浪

市で投票することができます。この場合、新住所

地の市町村長が発行する「新住所地に引続き住所

を有する」旨の証明書が必要です。�

県内の市町村へ転出された方�

・平成15年３月19日以前に市内転居をされた方は、

　転居後の住所地で投票できます。�

・平成15年３月20日以降に市内転居をされた方は、

　前住所地で投票してください。�

市内転居された方�

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの方で

その障害の重い方は、市選挙管理委員会から『郵便

投票証明書』の交付を受けて自宅で投票すること

ができます。（投票用紙の請求は４月９日(水)まで）�

※印の投票所は場所及び名称が変更になりました

ので、ご確認ください。�

〈開票所〉市役所２階大会議室�

◎問合せ　選挙管理委員会　☎ 内線271��

・投票日に仕事や旅行などで投票所へ行けない方

　は、市役所または稲津・陶・釜戸・日吉の各コ

　ミュニティーセンターで不在者投票ができます。�

・不在者投票をされる方は『投票所入場券』をご

　持参ください。（印鑑は不要）�

・期間は４月４日（告示日）から４月12日（投票

　日前日）まで。（土・日もできます。）�

※なお、投票日に瑞浪病院・昭和病院・大湫病院�

　に入院中の方や白寿荘・みずなみ陶生苑・千寿

　の里・サニーヒルズみずなみ・ひざしなどに入

　所されている方は、その施設で不在者投票をす

　ることができます。�

�

不在者投票�

郵便による不在者投票�

不在者投票所�

不在者投票が�
できる投票区�

投　票　所�
不在者投票が�
できる時間�

瑞浪市役所�
８時30分�
　　～20時�

稲津コミュニティー�
センター�

釜戸コミュニティー�
センター�

日吉コミュニティー�
センター�

陶コミュニティー�
センター� ８時30分�

　　～17時�
釜戸・大湫�

投票所�

瑞浪中学校�
明賀台集会所�
瑞浪小学校�
ハートピア（市民福祉センター）�
瑞浪市役所�
瑞浪市総合文化センター�
土岐小学校�
土岐児童センター�
瑞浪市体育館�
みどり保育園�
稲津公民館�
萩原公会堂�
猿爪コミュニティー消防センター�
陶文化プラザ（名称変更）�
釜戸公民館�
大湫公民館�
日吉コミュニティーセンター�
細久手公民館�

山 田 第 一 �
山 田 第 二 �
小 　 　 田 �
樽 　 　 上 �
上 　 　 平 �
竜 　 　 門 �
土 岐 第 一 �
土 岐 第 二 �
明 　 　 世 �
下 　 　 沖 �
稲 津 第 一 �
稲 津 第 二 �
陶 第 一�
陶 第 二�
釜 　 　 戸 �
大 　 　 湫 �
日 吉 第 一 �
日 吉 第 二 �

投 票 区� 投　　票　　所�
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全 投 票 区 �

日 吉 第 一 �
日 吉 第 二 �

陶 第 一 �
陶 第 二 �

稲 津 第 一 �
稲 津 第 二 �

�



　道路改良工事のため通行止めになります。�

　ご理解ご協力をお願いします。�

《通行止め箇所》�

　益見・羽広線�

（不燃物処分場入り口～羽広観音堂）�

《通行止め期間》�

　４月20日～10月31日�
◎問合せ　土木課　☎ 内線256��

�

　この教室は、参加者間の交流を通して心の健康を

維持するとともに、身体のレベル低下を防ぎ生活圏

の拡大を図るためのものです。�

・対象者　脳卒中等の後遺症を有する方で、日常生

　　　　　活において排泄等の介助を要しない方�

　　　　　また、原則として介護保険のサービスを

　　　　　受けていない方�

・内　容　講話・レクリエーション・作品づくり等�

・場　所　ハートピア(市民福祉センター)�

・回　数　月1回　初回は4月21日(月)�

・時　間　9時30分～11時30分��

※随時、参加申し込みを受け付けます。�

◎申込・問合せ　保健センター　☎ 67-2700��

　　昭和病院　健康管理センター1階ホール��

・内　容　糖尿病についての健康講話、血圧・血糖

　　　　　・体脂肪測定�

・講　師　内科医長　安藤操医師�

・対　象　参加対象は特定しません�

※希望者は９時30分までにお集まりください。�

◎問合せ　昭和病院内科　☎ 68-4111(内線128)�

　みずなみ児童合唱団・ジュニア混声合唱団では、

団員を募集しています。�

・対　象　小学校１年～中学校３年生の男女�

・練習日　毎週土曜日　９時30分～11時30分�

・場　所　総合文化センター�

※興味のある方、練習を見学しませんか?��

【入団式】　４月19日(土)　10時30分～�

　　　　　　総合文化センター�

◎問合せ　☎ 63-2069　釜戸中学校　粟田��

�

　平成15年度固定資産縦覧帳簿の縦覧を行います。�

　今回から納税者が他の土地・家屋の価額を知るこ

とができ、自分の土地･家屋の評価が適正かどうか

を比較ができるようになりました。��

　なお、縦覧には印鑑と本人の確認できるもの(運

転免許証等)が必要です。�

　この期間中に、ご自分の土地・家屋などの課税状

況をご確認ください。�

◎問合せ  税務課　固定資産税係  ☎ 内線122・123�

　土岐町桜堂に開設された瑞浪市身体障害者デイサ

ービスセンター「さくら」において、障害者デイサ

ービスを始めます。�

・利用対象者　18歳以上65歳未満で、身体障害者手

　帳を交付されている方�

　　ただし、支援費制度の対象サービスのため、希

　望者は社会福祉課において支給決定を受け、受給

　者証が必要です。�

・事業の内容　機能訓練(家事訓練等)、パソコン教

　室、スポーツ、レクリェーション、創作活動(手

　作り工作等)、また、送迎・給食も有ります。�

・利用料　利用者の税額等により異なります。�

※見学希望の方は下記まで連絡ください。�

◎申込・問合せ　デイサービスセンター「さくら」

　　　　　　　　☎ 66-1211��

　　　　　　　　社会福祉協議会　☎ 68-4148��

　市では障害児を養育している方に、心身障害児福

祉手当を平成15年度より支給します。�

・手当を受けることができる方�

　瑞浪市に住所があり、身体障害者手帳又は療育手

帳を有する20歳未満の児童を養育している保護者

に支給されます。�

  ただし、次の場合は受けられません。�

①保護者が特別児童扶養手当の支給を受けていると

き�

②児童が障害児福祉手当の支給を受けているとき�

③児童が施設等に入所しているとき�

・手当月額　児童1人につき3,000円(所得制限有)�

◎申請・問合せ　社会福祉課 ☎ 内線104��

全面通行止めになります�

｢ふれあい健康教室｣参加者募集!!

4月1日（火）～6月2日（月）�
土・日・祝日を除く�

10時～12時�4月20日（日）�

糖 尿 病 教 室 　参加無料�

固定資産縦覧帳簿の縦覧�

・縦覧場所　瑞浪市役所税務課�

心身障害児福祉手当を支給します�

身体障害者デイサービスを始めます�
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・対　象　市内の小学４～６年生　20人程度�

　　　　　　〃　中学１～２年生　20人程度�

・会　場　市民テニスコート(市民公園内)�

・練習日　月２回　土曜日９時30分～11時30分�

　　　　〈４/12・26、５/10・24、６/14・28〉

　�　　　(練習日は3カ月ごとに決定します)��

・年会費　10,000円(保険料・ボール代等)�

・持ち物　運動服、ラケット、テニスシューズ�

・指導員　市テニス協会会員�

【説明会】４月５日(土) 19時～ 市民体育館�

　　　　　(保護者同伴で参加してください)�

◎申込・問合せ　スポーツ振興課　☎ 68-0747��

・職種、人数　看護士・准看護士２人(パート可)�

　　　　　　　理学療法士  1人�作業療法士  1人

�　　　　　　薬剤師  1人(パート可)��

・資　格　男、女、年齢不問�

・給与等　当方規定による�

・申込み　履歴書持参または郵送(後日面接実施)�

◎申込・問合せ　〒509-6102稲津町萩原1番地��

　介護老人保健施設ひざし ☎ 67-3748  担当:佐藤�

　幼稚園の部屋や庭で、季節に触れながら楽しい遊

びを展開します。親子で友達を誘い合ってお越しく

ださい。新しい仲間もできますよ。�

・日時　４月22日(火)スタート�

　　　　毎週火曜日10時30分～12時頃まで�

・場所　中京幼稚園(土岐町2197-1)�

・人数　親子20～30組程度(未就園児)�

・参加　無料�

◎問合せ　中京幼稚園　☎ 68-4425��

・対　象　市内の小学４年～中学3年生　��

・活動日　毎週土・日曜日、祭日�

・場　所　市民体育館テニスコート�

・年会費　3,000円　�

・諸経費　7,000円（ボール代、コート使用料、保

　　　　　険料等）�

※ソフトテニスのスポーツ少年団です。�

◎申込・問合せ　山田　☎ 67-2024

�
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・内　容　竜吟の森を散策し､春の植物を観察する。

・参加費　無料(事前に申込が必要)�

・講　師　上田舜一氏�

・対　象　参加対象は特定しません(定員20人)�

・締　切　４月10日(木)　先着順�

◎問合せ　瑞浪市自然ふれあい館　☎ 63-0015　

　循環型作陶と自作茶わんによる茶会の参加者を募

集します。�

・参加費　2,000円(２日分)��

・定　員　20人�

※第３回以降も毎回第３土曜日に開催します。�

◎申込・問合せ  東濃地域振興局環境課�

　　　　　　　　☎ 23-1111��

・参加費　会員無料・一般300円��

※お気軽にご来場ください。�

◎問合せ 東濃ホスピス研究会 永江　☎ 43-3923��

　防衛庁・自衛隊では、自衛隊幹部候補生を募集し

ています。�

・募集種目　一般幹部候補生�

・募集資格　日本国籍を有する者で、�

　　　　　　(1)22歳以上26歳未満の者��

　　　　　　(2)大学院で正規過程を２年以上修め、

　　　　　　　修士の学位を受けた者は28歳未満

�　　　　　(3)20歳以上22歳未満で大学(短大を除

　　　　　　　く)を卒業した者　　　　��

・受付期間　４月7日(月)～５月９日(金)締切必着�

・年齢基準　平成16年４月１日現在�

・試 験 日　５月24日(土)・25日(日)�

　　　　　　※飛行要員は25日のみ�

◎問合せ　自衛隊岐阜地方連絡部多治見募集事務所�

　　　　　　☎ 22-6024�
�

�

「ジュニア硬式テニススクール」参加者募集�

みずなみZERO（ゼロ）�
ソフトテニスクラブ会員募集�

職員募集「介護老人保健施設ひざし」�

オープン幼稚園のご案内�

自然ふれあい館　４月の催し�

竜吟の森で、春を見つけよう！�

4月19日（土）～5月17日（土）の２日セット�

９時30分～11時30分�4月12日（土）�

14時～16時30分�4月19日（日）�

竜吟の森　瑞浪市自然ふれあい館�

「第２回東濃オリベ環境塾」参加者募集�

セラミックパークMINO

第８回ホスピス交流会開催�

まなびパーク多治見　５階　学習室B�

自衛隊幹部候補生募集�



◆行政相談　市民課　☎ 内線105�

　日時…４月14日(月)  10時～15時�

◆人権・法律相談　市民課　☎ 内線105�

　日時…４月17日(木)　10時～15時�

◆結婚相談　市民課　☎ 内線105�

　日時…４月２日(水)・９日(水)・2７日(日)�

　　　　10時～16時　　　�

◆心配ごと相談　社会福祉協議会　☎ 68-4148 �
　日時…毎週月曜日　10時～15時　　　�

◆高年齢者職業相談　商工課　☎ 内線481�

　日時…火・木・金曜日（除く29日）　９時～16時�

◆身体障害者相談　社会福祉課　☎ 内線104�

　日時…４月７日(月)・18日(金)・28日(月)�

　　　　９時～12時�

◆税務相談　税務課　☎ 内線120�

　日時…４月17日(木)　10時～15時�

◆住宅修繕相談　都市計画課　☎ 内線248�

　日時…４月15日(火)　10時～15時�

◆移動家庭児童相談　社会福祉課　☎ 内線104�

・陶児童館　４月２日(水)　10時～12時�

・子育て支援センター（稲津保育園内）�

　　　　　４月２日(水) 13時30分～15時30分

・釜戸コミュニティセンター �

　　　　　４月９日(水)　10時～12時�

・日吉コミュニティセンター �

　　　　　４月９日(水)  13時30分～15時30分�

◆母子相談　社会福祉課　☎ 内線104�

　日時…４月１日(火)　９時～12時�

◆教育相談　学校教育課　☎ 内線488�

　　　　　（電話相談は☎ 67-3338）�

　日時…毎週火・水・金曜日　13時～17時�

　　　　(１日、18日、29日を除く)�

ハートピア（市民福祉センター）相談室�

（４月分）�相 談 コ ー ナ ー �

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）�

市役所１階市民相談室�

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）�
�
○市県民税（特別徴収）　３月分　４月10日(木)�

○国民健康保険料　　　　４月分　４月30日(水)�

○水道料金・下水道使用料　 ３月分　４月30日(水)�

○介護保険料　　　　　　４月分　４月30日(水)�

15 瑞浪市役所　☎ 68-2111

　休場日　４月７日(月）・13日(日)・19日(土)　　

　　　　　25日（金）・５月５日(月)�

斎場のお休み　市民課　☎ 内線 105

狂犬病予防注射�

　お近くの会場で予防注射を受けて下さい。�

＜登録してある方＞�

　案内ハガキ、愛犬登録証を持参してください。�

＜登録してない方＞�

　生後３カ月以上の犬を所有している人は登録が必

要です。登録(注射)は各会場、または最寄りの動物

病院でもできます。�

◆1頭当りの金額(当日ご持参ください)��

・新規　6,070円(登録3,000円、注射2,520円、�

　　　　　　　注射済票550円)　　�

・更新　3,070円(注射2,520円、注射済票550円)��

・鑑札の再交付（紛失等による）1,600円�

＜注意事項＞　�

・お出かけ前にできるだけ犬の排尿、排便を済ませ

　首輪を締め直してお越しください。�

・会場では他の人、犬に迷惑をかけないよう紐を短

　く持つようにしてください。�

◎問合せ　環境課　☎内線491��

期　　日� 実　施　場　所� 時　　間�

４月21日�

　(月)

9：30～11：00

11：30～11：50

13：20～14：30

14：40～15：00

４月22日�

　(火)

9：50～10：20

10：40～11：00

11：20～11：50

13：00～13：50

14：10～14：40

15：00～15：15

４月23日�

　(水)

10：00～10：15

10：30～11：00

11：30～11：50

13：00～13：50

14：10～14：30

14：50～15：20

４月24日�

　(木)

9：30～10：25

10：40～11：00

11：15～11：40

13：00～13：30

13：45～14：05

14：20～15：20

9：50～10：30

10：50～11：10

11：25～12：00

13：30～14：00

14：20～15：20

稲津ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

こ ま 犬 駐 車 場 �

陶産業センター�

水 上 公 民 館 �

戸 狩 区 民 会 館 �

山 野 内 集 会 場 �

月 吉 公 民 館 �

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

細 久 手 公 民 館 �

北 野 公 民 館 �

半 原 公 民 館 �

大湫ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

上 切 公 民 館 �

釜戸ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

釜戸町宿公民館�

下 沢 公 民 館 �

J A 土 岐 支 店 �

共 同 福 祉 施 設 �

市 原 公 民 館 �

明 賀 台 集 会 所 �

下山田団地集会所�

高 月 会 館 �

萩 原 公 会 堂 �

上山田(加知健治氏宅横)�

下 山 田 公 民 館 �

西 原 公 民 館 �

保 健 セ ン タ ー �

４月25日�

　(金)



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

健 診 ・ 教 室 名  実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

９時～11時�

12時30分集合�

15時集合�

９時50分～10時�

母子健康手帳 �

歯ブラシ、コップ�

＊汚れてもいい服装�

でおいでください  

母子健康手帳 �

早朝尿（50cc）�

歯ブラシ・コップ�

４月24日（木）�

４月18日（金）�

４月25日（金）�

４月21日（月）�

４月23日（水）�

母子健康手帳�
お茶�

母子健康手帳�
コップ・タオル�

母子健康手帳�平成14年12月生まれ�

平成14年４月生まれ�

平成12年４月１日生まれ～�

　　　　４月15日生まれ�

平成12年４月16日生まれ～�

　　　　４月30日生まれ�

平成11年４月生まれ�

平成10年10月生まれ�

平成９年４月生まれ�

第2子以上は�
13時45分～14時15分受付�

第１子は13時集合�
４ カ 月 児 健 康 診 査 �

１歳児すくすく教室�

３歳児健康診査�
＊健診終了後、希望者
に歯みがき教室を実施
します。�

４歳・４歳６カ月児�

歯 み が き 教 室 �

４月22日（火） 
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健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

６歳臼歯ムシ歯予防教室�

内　容　血圧測定・検尿・健康相談・栄養相談�

担　当　保健師、管理栄養士�

＊健康チェックの機会として気軽にご利用ください

（終了は11時30分）�

●対象者＜初回＞平成12年５月31日以前の出生�

　　　　　児。１～４週間おいて２回接種して�

　　　　　ください。�

　　　　＜追加＞初回接種後１年以上経過して

　　　　　いる児、１回接種してください。�

　※７歳半（90カ月）未満で、初回・追加の合�

　　計３回接種していない児も含む。�

●期　間　５月１日(木) ～６月30日(月) までの

　　　　　各医療機関の指定する日時�

●実施順序　①４月24日(木) までに申し込みは

　　　　　　　がきを保健センターへ提出して

　　　　　　　ください。（はがきは予防接種

　　　　　　　のしおりにとじてあります。）�

　　　　　　②４月30日(水) 以降に希望する医

　　　　　　　療機関へ直接電話で日時を予約

　　　　　　　してください。�

　　　　　　③予診票と母子健康手帳を持参し�

　　　　　　　たうえ、希望した医療機関で接�

　　　　　　　種してください。�

＊申し込んでいただいた医療機関を変更するこ�

　とはできません。�

医 療 機 関 名 �電　話� 受 入 れ 日 時 �

＜料金無料＞�

日本脳炎予防接種�

ハ－トピア健康相談�

4月17日（木）�9時30分～11時�
ハートピア（市民福祉センター）�

＜料金＝無料＞�
タ チ 医 院 �

昭 和 病 院 �

瑞 浪 病 院 �

セ オ 医 院 �

佐々木外科医院�

宮川クリニック�

岩 島 医 院 �

明生クリニック�

とよだ小児科クリニック�

嶋崎内科医院�

タ ル ミ 医 院 �

勝 股 医 院 �

わだ内科外科クリニック�

玉 田 医 院 �

西 尾 医 院 �

塚田婦産科院�

大 湫 病 院 �

68-3043

68-4111

67-1221

月・火・木・金  9：00～12：00

木 14：00～15：00��
（予約の電話は午後）�
月・水　12：00�
火・金　17：00

68-2733 月～土　12：00～13：00

68-2817 木　13：00 ～15：00

68-2959
月・火・水・金�
12：00～13：00、15：30～16：00�
木・土　12：30～13：00

68-6116 月・水・金 12：00～13：00

68-0068 火・木　15：30 ～16：00

66-2250 火・木・金 14：30～15：30

67-1732 火・金　14：00 ～15：00 

67-2363 第1・4月　14：00～15：00

68-8896
月・火・木・金�
12：00～13：00(午前診療終了後）�

68-3177 火・木　15：30 ～16：00

69-2005 火・金　14：00 ～15：00

65-2701 月　15：00 ～16：00

63-2002 火・金　14：00 ～15：00

63-2231 月～金　13：00 ～16：30


